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近 藤 四 郎(大安女子大学人間生活科学研究所教授)
和 秀 雄(日本獣医畜産大学獣医畜産学部助教授)
西●田 利 貞(東京大学理学部助教授)
重 伏 昭 子(霊長類研究所教授)
郡 務 長 西 村 正
項. 貝 (昭和61年3月30日現在)
教 授 助 教 授 助 手 一 般職 貝 等 小 計 非 常 勤職 員 合 計
大学院学生および研修員 (昭和61年3月30日現在)







2.予 算 概 況
昭和 60年度経費 (項)研究所
経 常 経 費 共同利用施設運 営 費 計 科学研究費 合 計人 件 費 物 件 費
潤 千円 潤 潤 珊 珊
349.486 138,691 91.544 579,721 94,490 674,211
科 学研 究費
年度 .種別 研 究 課 題 研究代表者 補助金額
特 定 研 究 (1)霊長類 (人類を含む)の社会構造 河 合 雅 雄 千円24,500
総 合 研 究糾記憶 .学習の基礎過程 - 脳の可塑性 久保田 競 14.500
がん特別研究(2) サル白血球に対するモノクローナル抗体の作製と応用 竹 中 修 2,500
一 般 研 究 ㈲ チンパンジーにおける数の概念の形成 室 伏 靖 子 5,400
〟 オナガザル科サルの系統分化に関する退伝学的研究 野 滞 謙 1,800
〟 宝島類の季節性繁殖と松果体の機能連関 大 島 清 4.000
- 般 研 究 C) 露長類の音声知覚に関する研究 小 島 群 三 800
奨 励 研 究榊〟 ニホンザルの季節繁殖と光環境及び松果体の機能に関す 野 崎 真 澄藤 田 和 生 9001,09
る実験形態学的研究
霊長類における種の認知の発達とその規定因
試 験 研 究 (2)現 地 調 査 自動個体識別装置を用いた霊長類の集団学習過程の分析 浅 野 俊 夫河 合 雅 雄 1,000156方法の開発西アフ7)カにおける森林性詔 社会生態学的研究





3.図 書 ･資 料
国 事





雑 誌 名 所 蔵 懇 号 期 間
アイソ トープニユ-ス 858-381 1984-1986
学 術 月 報 21(10-12),22-89+ 1969-1986
･き 苧E 5,6(1-6,8-18),7-15+ 1976-1986亡コ Plコ
ホルモンと路床 22.28(1-10.12),24-84+ 1974-1986
辺 伝 30(6-ll.18),8ト40+ 1976-19861 085医学 と生物学 82.88(1±4,6),84｢99.10(1-4)実験医学













姿勢研究 ト3,4(1),5+ 1981-198568 4
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雑 誌 名 所 蔵 巻 .早 期 間
蛋白買 .核酸 .酵素 18(ll-13).19-20,21(1-5) 1978-19863_ 5812
地質科学 1973-1975,1976(1-3),1977-86+-21,22(1-2,4),28-8+動物学報
動物学研究 2,8(1),4(1,34)5(1,3-4),6+(1-2 2-34(1-2)人類 学報
考古学報 1973-1986+ 1973-1986
古脊椎動物学報 22,23(ト2) 1984-198578 6与古人類植物学報 ll(ト2),12-13,14(ト3),15-16,17(I),18-19.20(1-3),1 -4■,2(ト2)6 8+
第8表 欧 文 雑 誌 リス ト
1985年9月末現在














AhicanJournalofEcology. 17-23+ 1979-1985684mericanA thrpologist.N.S. 7071,72(1-5),73.74(5-6),58739-74+n Joumal fAnatomy
Am ericanJournalofⅠもmanGenetics. 20-37+ 1968-1985
American JournalofObstetricsandGynecology. 109(3-8),110-147 1971-1983
AmericanJoumalofphysicalMedicine. 50-57 1971-1978
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雑 誌 名 所 蔵 番 号 】 期 間




EXperimentalBrainⅠむsearch. 卜 80,32-86.88-60+ 1966-1985
EXperimentalNeurology. ト 90+ 1959-1985
FederationProceedings. 32-44+ 1978-1985






HumanBiology. 40-57 + 1968-1985
Humanbology. 2-13+ 1974-1985
ⅠnternationalJournalof血drology. 1-8+ 1978-1985





































































Primates. 1-26+ 1957-19856 77704









Science.N.S. 151-280+ 1966-198578 72
ScientificAmericam 217(4-6),218.219(1-3,6),
outhwesternJournalofAnthropology. 220 584-28
SovietAn thropologyandArcheology. 6(4),7-18 1967-1979
SoVietPsychology. 6(3-4),7-8,9(卜2) 1968-19710 8276 51
Sym posiaoftheZoologicalSocietyofLondon. 1-4,8,10,13-15,17-18,21,23-24.263,46484953+stematicZoology.
Terr etlaVie. 30-33,34(13-4),35-36,7(1-2),3(ト2 940+1-25+VisonResearch.
WildlifeMbnographs. 19-80 1970-1981
WildlifeSocietyBulletin. 1-8 1973-1975
ZeitschriftfGrMorphologieundAnthropologie.59(8),60-75+ 1967-1985
ZeitschriftfirS'dugetierkunde. ト3,4(1-2.4-6),5-7 1927-1ー932
Zeitschrift'fG'rTierpsychologle. 52-70+ 1980-1985
ZeitschriftfirVersuchstierkinde. 14-20 1972-1978
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霊長類研究所国手室利用規定
I.閲壷時間と体重
1.閲室時間
平日:9時から17時まで｡
土曜日:9時から12時まで｡
2.体重
日曜日,国民の祝祭日,年末 ･年始は休室と
する｡
その他の踏時休室は,その都皮掲示する｡
Ⅰ.閲 覧
1.閲覧者の資格
1)本研究所の教職員･大学院生及び研修員｡
2)本研究所の共同利用研究員で閲覧者カード
を提出するもの｡
3)本研究所教職員の紹介のあるもの
2.閲覧
I)閲覧者は図番室内で図昏(単行本,雑誌,
その他の資料)を自由に閲覧できる｡
2)閲覧後の図番は必ずもとの場所にもどす｡
皿.貸出および返却
1.Ⅱの1･1)及び2)の該当者は,下記に従
い図宙を借用できろ｡すべての借用資料は,
原則として所外に持出すことはできない｡
a.単行本
l)単行本は1カ月間借用できる｡
2)借用時には,ブックカードおよび代本板
用紙に必要事項を記入する｡ブックカー
ドは所定の箱に入れ,代本板用紙は代木
板の背にそう入して,昏架上の本のあっ
た位置に置く｡
b.製本雑誌
1)製本雑誌は3日間借用できる｡
2)借用方法は単行本に準じる｡
C.未製本雑誌
1)禾製本の雑誌は15時から翌朝10時までの
間に限り借用できる｡
2)借用時には貸出カードに必要事項を記入
する｡
d.別刷
1)別刷は開基時間中に図昏室内でのみ利用
できる｡
2)利用後は,返却台上の箱に返却すろ｡
2.参考図昏その他禁帯出扱いの図寿は袋出さな
い｡
3.借用中の資料を転貸してはならない｡
4.再手続きをすることにより貸出期限の延長が
できろ｡ただし,他に借用希望者がある時は,
そちらを優先する｡
5.倍用後の図昏は返却台に返却する｡
Ⅳ.絵点検および長期貸出
1.毎年1回図啓の総点検を行なう｡この時は,
貸出期限内外を問わず,すべての図日を退却
すろ｡
2.総点検期間中,原則として図昏室は休室とす
る｡
3.･図啓要員会により研究室等への飼えつけが認
められた図軌ま,長期貸出扱いとすろ｡長期
貸出期間は1年で,長期貸出扱いの更新は総
点検時に行なう｡
Y.そ の 他
1.資料を紛失したり汚損した場合は,代本また
は相当の代金で補わなければならない｡
2.借用資料を期日までに返却しなかった場合,
以後の貸出を一定期間停止されることがある｡
3.番庫および閲覧室内は禁煙とする｡
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資 料
コンピューターによってコード化され,粒Pl!さ
れた標本点数は以下の通りである｡
控 期 点数
耶三紀哨乳析レプ.)カ 1,875
うち,詔長柄 480
食虫類 261
ゲッ幽類 750
その他 384
(それ以外の未整理捺本 250)
人類化石レプ1)カ 400
詔長柄骨格標本(84校) 2.169
うち,旧世界ザル 1,521
新世界ザル
霊長類夜前摂木
桶乳類骨格摂木
桶乳輔歯牙レプ1)カ
648
280
300
100
(昭和61年8月81日現在)
数年前から,世界のいろいろな研死機関が入獄
化石レプ.)カ作成のプログラムを机辺にのせはじ
めた｡それらは研入可能であるので.できる限り
和えたく考えている｡
その反面,いわゆるワシントン条約 (絶滅のお
それがある野生動植物の種の国際取引に関する条
約)の規制によって,霊長類屍体の胴人がますま
す困発となってきた｡
原授類屍休は,昭和56年度資料整備矧 こよって,
アメリカ,デューク大学霊長類センターより購入
したものが唯一の財産となっている｡今後も入手
できる可能性はあまりないので,入手できたとき
にはホルマT)ンないしはアルコール演の,液潰標
本として保存につとめている｡
コンピューターによるコード化は,従来,アル
ファベットによりおこなってきたが,今後は,漢
辛,かなまじりでもアウトプットできるシステム
の砕立をはかりたく計両していろ｡
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